
 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

行政視察報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

川俣町議会 

予算決算常任委員会



１ 調査事項・方法 

（１）山形県遊佐町を訪問し、少年議会及び地域みらい留学について説明

を受け研修を行った。 

（２）岩手県紫波町を訪問し、予算・決算審査における議員会討議及び中

学生議会について説明を受け研修を行った。 

（３）オガール（紫波町内）を訪問し、公民連携による駅前公有地活用オ

ガールプロジェクトについて説明を受け研修を行った。 

 

２ 調査期日 

   令和８年４月２１日（火）から２３日（木）までの３日間 

 

３ 調査参加者 

予算決算常任委員会    委 員 長   蓮沼 洋志 

             副委員長   菅野 信一 

             委 員   藤野 圭史 

             委 員   藤原  正 

             委 員   高橋 文雄 

             委 員   山家 恵子 

             委 員   石河 ルイ 

             委 員   高橋 清美 

             委 員   新関 善三 

             委 員   菅野 清一 

             委 員   高橋 道也 

   同行職員 

学校教育課        教育次長兼学校教育課長 

                学校教育推進員 

   議会事務局（随行）    議会事務局長 

主事 

 

４ 調査報告 

（１）山形県遊佐町における少年議会に関する取組について 

 遊佐町の面積は２０８．４ で、鳥海山（2,236ｍ）の山頂から日本

海へ延びる裾野までが町の面積に数えられる、雄大かつ海あり山ありの

自然豊かな町である。 

 また、庄内平野の端に位置しているため、見渡す限りの田園風景が広

がり、米作りが盛んな農業地帯でもある。また、夏には特産の岩がきが

採れ、多くの観光客で賑わう。砂地を活用し栽培するメロン、スイカな

どの生産量も多いとのこと。まさに、漁業と農業が混在する地域である。 

 さらには、鳥海山の伏流水を使い日本酒の酒蔵やウイスキーの蒸留所



も存在し、その銘柄が道の駅にずらりと並んでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、平成１５年から行われている「少年議会」であるが、その当時

の小野寺町長が「時代を牽引するのはいつも若者である」との考えから、

英国ミドルズブラ市で行われていた若者を行政に参画させるシステムを

参考に「少年議会」としてスタートさせたとのこと。今年で２４期生を

迎える大変歴史のある取り組みである。 

 町内在住の中学生・高校生を対象に直接選挙により少年町長、少年議

長などを選ぶ訳だが、落選した生徒は少年事務局長など様々な役職に就

任し、特に役職上の上下関係は無いとのこと。だが、しっかりと主権者

教育がされているため、町の選挙の若者の投票率は高いとのこと。 

 学校行事等の関係上、毎年６月から１１月までを活動期間として約２

０回の全員協議会を開催し、活動の方向性や多くの活動成果をあげてい

る。基本的に、担当の町職員が誘導することなく、自主的に協議が進め

られるとのこと。令和７年の「少年議会」の活動は令和６年の豪雨災害

を経験したこともあり、防災イベント「ゆざまち防災キャンプ」を開催

し、約４０名の参加者が実践による防災知識を学んだ。 

また、過去の少年議会活動の成果としては、 

「ゆるキャラ」というトレンドをいち早くキャ 

ッチし、遊佐町の公式ゆるキャラ「米～ちゃん」 

の開発をするなど、多くの実績をあげている。 

 町は政策実現の予算として毎年４５万円を計上 

し、その他の雑費等を含めると約１００万円の予 

算を使い、実践的な若者によるまちづくりが行わ 

れている。 

 応募定員を１１名としているが、町内にある遊 

佐高校で県外留学生の募集を始めたのを機に、多 

くの県外留学生がこの「少年議会」へ応募をしていることにより、ここ

最近では定員を大幅に超える生徒が集まり活動を行っている。 

遊佐町位置図          鳥海山からの景色 

（引用：遊佐鳥海観光協会） 

米～ちゃん 

（引用：遊佐町ホームページ）



 

 

 

 

 

 

 

 

    研修の様子 

 

（２）山形県遊佐町における地域みらい留学に関する取組について 

山形県の「県立高校再編整備計画」により、１年生１学級の学校につ

いては入学者数が２年連続して入学定員の２分の１に満たない場合は、

原則としてその２年後に募集を停止とするとの方針により、遊佐高校の

廃校を防ぐため２０１９年から地域みらい留学の募集を開始した（令和

２年～令和８年で述べ４０名の県外留学生の受入れ実績）。 

また、この地域みらい留学は全国的な広がりを見せており、令和７年

度に全国募集を行う公立高校は約１７０校となっており、今後もさらに

増えていくとのこと。 

 遊佐高校の地域みらい留学生の受け入れコンセプトとしては、都市部

の在校生の多い高校では感じることのできない、少人数校ならではの自

己実現やアイデンティティを生徒に体現させ、また、遊佐町の地域住民

とのふれあいを行政が積極的に支援することで、地域の一員としての役

割を引き出すことにより、遊佐町を愛する気持ち、第二の故郷という郷

土愛の醸成を大きな柱にして地域みらい留学に取り組んでいる。その実

績として、遊佐高校卒業後、酒田市の大学に遊佐町に住みながら通う大

学生もでてきているとのこと。 

地域みらい留学の説明をしていただいた遊佐町職員の滝口氏は企画課に

所属しており、企画課がメインで教育委員会はサポートに回っている印

象を受けた。実際に滝口氏の説明の中に、全国でも約７割が教育委員会

以外の部署が地域みらい留学の業務担当としているとの説明があり少し

驚いたが、留学事業と移住定住施策を並列で展開させる手法を知ること

が出来た。スポーツに特化した募集や海外留学が出来るなど、様々な切

り口はあると思うが、公金を投入する以上、県外留学生に地元に対する

愛情を醸成する支援がなければ、町民理解も得ることが出来ないと思う。  

また、実際に使われている学生寮の見学をさせていただいた。共有ス

ペースのみの見学であったが、町内の空き家をそのまま使用し派手さは

まったく感じられない質素なものであった。このような学生寮が合計４

棟あるとのことで、ご近所の住民がより行き来しやすい距離感であると



感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家を利活用している学生寮 

 

 

（３）岩手県紫波町における議員間討論の導入について 

 紫波町は人口約３万３千人（高齢化率３１％）の町で、盛岡市のベッ

ドタウンとして位置づけられており、また全国的にも有名な公民連携を

活用した駅前開発「オガールプロジェクト」の成功により、若い世代の

流入がどんどん増えており、大きな人口の減少がない町としても近年注

目を浴びている自治体である。 

 紫波町議会議員は１８名（うち７名女性）が在籍し、会派による代表

質問があるとのこと。また、議会基本条例も制定しており、「賛否を決

める前に、賛成・反対を対立させるのではなく、議員同士で考え方を確

認することが大切」との方向性を定めており、まさに議案議決に対する

議員の姿勢が表れている議会であると感じた。 

また、予算決算常任委員会の開催に際に、２つの分科会に分かれて論

点を協議（議員間討論）する時間を日程に組み入れて実施しており、各

委員は議員間討論による情報共有や意見の違いを見出しながら討論を繰

り返し、方向性を探る作業を行う。この取り組みは、「議論の府」であ

る紫波町議会を作り上げるといった武田平八議長の思いが中心にあるの

ではと思う。 

 

（４）岩手県紫波町における中学生議会に関する取組について 

中学生議会は平成２年に議会３００回を記念して開催されたとのこと。

直近では令和６年１１月に行っており、特段開催のルールは設けていな

いとのことだったが、改めて中学生の目線からの質問の鋭さに関心をし

たとのこと。 

紫波町には３つの中学校があるため、その調整にはかなりの時間等を

費やさなくてはならないのではと感じた。熊谷事務局長からも、学校に

負担のならないよう配慮をしているとの説明もあったように、調整のハ

ードルの高さと何を目的に行うのかを明確に全議員が共有して実施しな



ければならないと強く感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   研修の様子 

 

（５）岩手県紫波町におけるオガールプロジェクトについて 

オガールプロジェクトとは、紫波中央駅前にある１０．７haの塩漬け

になっていた土地を「民間主導型の公民連携」により、「公用・公共施

設整備」と「民間の経済開発」の両立を図ることを目的としてスタート

させたプロジェクトである。 

 前々町長の藤原孝氏（1998年当選、4期）の旗振りで、駅前の一等地

にＰＰＰという新たな手法により始めたプロジェクトであったが、当時

は住民からも不安視する声があがり、マスコミからも連日の様に「実現

性への疑問の声相次ぐ」や「駅前になぜ役場」と言った批判的な見出し

で論調が報道された。 

 しかし、町長はじめ町担当者はブレずにプロジェクトの内容を説明す

るために、町民意見交換会を１００回／２年という、単純計算で毎週１

回開催を２年間続けたという取り組みには驚愕としか言いようがない。

H19年に実質交際費比率が２３．３％と早期健全化基準目前だった紫波

町の、まさに背水の陣で挑んだプロジェクトだったと強く感じた。 

 さらには、東洋大学大学院にPPPの可能性調査を依頼したものの、基

本計画は町職員独自で策定し、また、あらゆる場面でコンサルタントに

委託しなければならなかったが、最後は職員たちで考えながら前に進め

ていったことが重要なプロセスだったとの担当者の説明にもあったよう

に、人任せでなく、最後までやり通した結果が「オガール」として実を

結んだのだと感じ取ることが出来た。 

 １０年間塩漬けの２８．５億円で購入した１０．７haの広大な土地で

はあるが、その土地自体には何の価値もない。様々なアイデアをその土

地に投入してエリアを形成し価値を高めることで、新たな投資が行われ

不動産の価値が上がる。オガールプロジェクトはまさにその信念から生

まれた複合エリアなのだ。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

オガールエリア内の公園と図書室 

 

 エリア内には、保育園、小児科医、体育館（バレー専用）、サッカー

場、スポーツジム、美容室、居酒屋、スーパー、宿泊施設、分譲住宅地、

役場庁舎などなど、あらゆる業態が集合し、ひとつの町を形成している

と言っても過言ではない。また、建物が北と南に長く並列して建設され

ており、その中央に設置される緑地帯は公園として開放され、夕方には

多くの放課後児童らが集まり大声で笑いながら遊んでいた。夕日に映る

その光景にどこか懐かしさを覚えた。 

 研修の最後に担当者の長谷川氏と佐々木氏と談笑をし、「このプロジ

ェクトは数々の賞を受賞し、全てが順調に動いている印象です。羨まし

いですね。」に、佐々木氏から「課題は山積しています。ひとつひとつ

解決しながら進んでいる感じですね」と意外な言葉が返ってきた。研修

資料にあったこのプロジェクトの仕掛け人である藤原孝前々町長の言葉

「走りながら考えろ」を思い出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   研修の様子 



 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

行政視察報告 

（委員毎） 

 

 

 

 

 

 

 

川俣町議会 

予算決算常任委員 



川俣町議会議長　 様

委員長 蓮沼洋志

1

3 参加者

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

*遊佐町の少年町長、 少年議員公選事業が始ま っ て23年と いう 伝統と 歴史が
あり 全員協議会の開催も 中高生の部活も ある 中で午後6時以降に実施する 中
で御父兄の子供達の送迎が必要と する 中で子供達の為、 快く 対処し てく れて
いる 事も 大変素晴ら し いと 思いま す。 又、 少年議会では公選で落選し ても 、
議会事務局や監査役など に役職について頂き 、 一丸と なっ て遊佐町の発展の
ため様々な町のイ ベント や少年議会で企画し たミ ュ ージッ ク フ ェ ス ティ バル
やその他沢山の行事に参加し ている 事を思う と 少年議会だけじ やなく 遊佐高
校全員が地域のイ ベント に参加し て町を盛り 上げている 様子が伺いま す。 地
域の皆様と 協力し て町の賑わいや町民の笑顔が見える 活動は何よ り も 価値の
ある 事だと 思いま す。

15名（ 議員11名・ 事務局2名・ 所管課長等2名）

①遊佐町における 少年議会について

【 内容】

少年町長、 少年議長公選事業が始ま ったのは、 2003年に設立さ れた。 当時の
遊佐町は、 人口減少、 少子高齢化の影響も あり 、 遊佐の町つく り をし ていく
のは若者である と いう 事から 、 こ の事業が始ま っ たと いう こ と です。 少年議
会には、 政策実現のため年間45万円の独自予算が設けら れていま す。 少年議
会では、 年間全員協議会が、 15~20回開催さ れており ま す。 少年議会では遊
佐町イ メ ージキャ ラ ク タ ー  「 米ちゃん」 をつく り あげ` 又防災キヤンプを
開催し たり 遊佐町Ｐ Ｒ の為の栞の制作にも 携わっ た。 又、 防災キヤンプを開
催し たり 、 多く の町内イ ベント の開催にも 参加し 遊佐町お盛り 上がる 活動を
し てき た。

【 ま と め】

予算決算常任委員会所管事務調査

令和8年4月21日（ 火）  22日（ 水） 　 調査先名　 遊佐町

令和8年5月15日

令和8年　 川俣町議会予算決算常任委員会所管事務調査報告

研修名

2
令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

日時
調査地



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

遊佐高校の「 三つの方針」 ( ス ク ール・ ポリ シー」 があり その中でも 入学者
の受け入れに関する 方針( アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー) があり ○故郷の文化や
伝統を大切にし 、 ちいき を元気にする いよ く がある 生徒を 募集し ま す。 ○ボ
ラ ンティ ア精神があり 、 他者と 協働し 地域社会に貢献し よ う と する 生徒を募
集し ま す。 と あり 担当者の方も 留学生については、 本人と ご両親と の話し 合
いを し っかり し てシェ アハウ ス に入居し 地域の行事に参加でき る かど う かを
確認し て判定する と 言っておら れま し た。 素晴ら し い教育方針だと 思いま
す。 留学生の寮についても お金をかけないでシェ アハウ ス にし たこ と も 正解
だと 思いま し た。 それに比べま すと 当町の留学生寮対応はお粗末だと 思いま
す。

③紫波町における 議員間討論について

【 内容】

紫波町定例会3月の日程表を 見ても わかる 通り 2月27日から 3月27日ま で、 1ヶ
月間に渡っ て慎重な審議をし ている こ と がわかり ま す。 二つの文科会に分か
れて論点等を協議( 議員間討議) を経て、 その後、 委員会で各文科会の結果を
報告し あい、 全体協議を行なっていま す。 文科会における 議員間討議には執
行者は同席し ない。 三月会議で四回、 九月会議で五回実施し ている 。 論点に
ついては議員間で話し 合いを 十分に議論を尽く すこ と で議決に係る 説明責任
が果たせる よ う になっ たと あり ま す。

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

【 ま と め】

当町では予算決算の審議は委員会の所管の各課の審議はし ま すが、 全体の委
員会では、 その報告はし ていま せん。 全体で予算決算の審議はし ま すが、 論
点を 全体で議員間討議をする 事はま れです。 紫波町の様に分科会で議論し て
報告し て課題について議員間討議する こ と は殆ど ない。 議会を構成する 議員
が議員だけで議論し 一定の結論を出すと と も に、 その結論に至っ た理由につ
いても 議論の経過を含めて説明する 事ができ る 様にする 必要がある と いう こ
と で、 個々が十二分に理解出来ている 事の大事さ が、 つたわつてき ま す。

②遊佐町における 遊佐高校地域未来留学について

【 内容】

遊佐高校は、 全日制( 男女共学) 総合学科、 生徒数70名、 県外生徒数14名で学
生寮は、 タ イ プ: シェ アハウ ス ( 個室) ハウ ス マス タ ー設置、 調理者配置( 地元
の方々) 、 夕方に出勤し て夕食を調理し て宿泊、 朝食を準備し 後片付けをし
て帰る と いう 勤務体制をと っ ていま す。 シェ アハウ ス が5戸あり 15人で回し
て勤務し ている そう です。 学校の特色ある 取り 組みと し て( 1) イ ンタ ーン
シッ プがあり 2年生の4月よ り 半年間実施、 週に一回企業に通勤し ながら 働く
こ と を学ぶ機会をつく つている 。 ( 2) 選択制導入、 2年生から は充実し た選択
科目の選択が可能になる 。 遊佐高校の社会的役割と し て、 人や地域社会と の
関わり を大切に地域を 元気にする 人間を育成する と あり ま す。

【 ま と め】



4

4

研修内容
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ま と め
（ 意見・
　 感想）

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

公民連携によ る 町有地開発と いう 事で広大な土地に民間保育園や小児科、 運
動場や体育館バレ ーボール施設、 宿泊施設や食料品売り 場があり 図書館も あ
り ま す。 紫波中央駅も 請願駅と し て開業駅のプラ ッ ト ホームは企業と 町民の
寄付で整備、 駅周辺は県住宅供給公社てから 購入460戸の宅地を分譲し た。
民間主導型PPPの成功例

【 ま と め】

オガールプロ ジェ ク ト は紫波町町有地を活用し て、 県フ ッ ト ボールセンタ ー
オガールプラ ザ　 オガールベース 　 紫波町役場　 エネルギース テーショ ン
オガールセンタ ー　 オガール保育園など を整備し た。 公民連携PPPの成功例
だと 思いま す。

⑤紫波町における オガールプロ ジェ ク ト について

【 内容】

④紫波町における 中学生議会について

【 内容】

紫波町中学生議会については2年ぶり 5回目の中学生議会が役場庁舎3階議場
で開催さ れた。 町内の3中学校から 第一中学校から 12人、 第二中学校から 3
人、 第三中学校から 3人、 18人が選出さ れま し た。 以前は学校にすべて依頼
し ていたが、 令和6年は、 議会議員が学校に出向き ク ラ ス ごと に事前学習を
行い中学生議会の事を 全員が理解し た上で代表議員を選出し て頂いた。 9月
に各中学校に議会議員が出向き 中学生議会についての説明をし 10月に中学生
議会議員の名簿を提出し て頂いき 質問内容の通告をし て頂き 内容調整をし 11
月23日( 土) 中学生議会招集、 当日午前中にリ ハーサルを行い午後本番に臨
む。 3中学校から 18人が質問席に登壇。 町の未来や課題について質問や提言
を行いま し た。 今回は、 町政を担う 各部署の部長や課長が答弁を 行い中学生
の鋭い質問に答えま し た。

【 ま と め】

町内の3中学校から 18人が質問席に登壇。 町の未来や課題について質問や提
言を 行い中学生が地方自治の仕組みや議会の役割を肌で感じ 理解を深める 事
は大事な事だと 思いま す。 勉学や部活、 議会活動と 忙し い学校生活になる と
思いま す。 地域の行事に参加し て様々な人と の出会いも あり ボラ ンティ ア活
動や議会活動を通し て学校では学べない事が沢山ある と 思いま す。 その活動
が個人の視野を広げ様々な人と の出会いから 人間関係の大切さ や人への想い
やり や優し さ など 培われていく も のだと 思いま す。
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予算決算常任委員会所管事務調査
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令和8年5月11日

令和8年　 川俣町議会予算決算常任委員会所管事務調査報告

研修名

2
令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

日時
調査地

15名（ 議員　 11名・ 事務局　 2名・ 所管課長等  2名）

①山形県遊佐町「 少年議会について」

【 内容】

①　 少年議会の概要について説明を受ける 。 （ 別添「 令和7年度第23期少年
町長、 少年議員、 公選事業活動報告書」 参照）
②　 質問事項についての回答。 （ 質問事項は別紙のと おり 。 ）
③　 質疑応答。

【 ま と め】

　 遊佐町少年議会は、 当時の時代情勢に危機感を 持った当時の町長が、 地域
の若者が主役と なり 、 町への愛着や関心を持ち、 自分たちの力で町の問題解
決につながる よ う にと 2003年こ の事業が誕生し 、 昨年度（ 令和7年度） で23
年目と なる 。
　 こ の事業は、 遊佐町と 周辺地域の中高校生の中から 、 少年町長及び少年議
員を 選挙で選び、 選挙後、 その役職（ 町長、 議長、 議員等） にそれぞれ実態
と 同様の機能、 権限、 予算を 与え、 実際に政策提案及び議会活動を行ってい
る 。
　 町教育委員会が中心と なり 人材育成の一環と し て幅広く 活動し ており 、 当
議会が検討し ている 「 議会改革の一環と し ての模擬議会」 と は、 目的も 実施
内容も 大き く 異なる 。
人材育成と し ての同様の少年議会の実施は、 町当局（ 教育委員会） が主体と
なら なければ実施困難であり 、 議会の所管を離れる こ と と なる こ と から 、 当
議会と し ては、 他町村の多く の議会が行っている 、 「 模擬議会」 を参考に検
討すべき と 考える 。

参加者

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）



　 遊佐高校魅力化プロ ジェ ク ト は、 特色ある 学びや活動ができ る 総合学科と
し て全国公募する こ と で、 高校の存続、 I Jタ ーン、 関係人口の増加及び地域
の担い手づく り につなげる ビ ジョ ンがある 。 高校の魅力化は、 町の人口動態
や関係人口化に良い影響を与え、 持続可能な地域を創る こ と につながる と の
確信の元に実践さ れている 。
　 高校魅力化の意義と し て、 地域課題の解決等を 通じ た探究的な学びを推進
し 、 地域なら ではの新し い価値を創造し 、 地域を 支える 人材を育成する 。 地
方公共団体や産業界等と の連携・ 協働し た実践的な職業教育を推進し 地域経
済の活性化を目指すこ と が挙げら れている 。
７ 年間（ 令和2～令和8年度） で、 県外生40名の実績を上げており 、 卒業生に
は、 遊佐町役場に就職し た者。 進学後、 町内で活動を展開する 者も おり 、 高
校魅力化の成果に手ごたえを 得ている 。
　 県外留学生の受け入れについて、 寮は空き 家を 改修し 、 シェ アハウ ス のよ
う な形で3～5人共同生活をさ せ、 食事や生徒の管理（ 学生の監護） は、 15名
の寮母（ 生活相談員） が輪番で行っている 。
　 そのほかにも 、 生徒募集やPR活動を行う コ ーディ ネータ ー（ 4名） 県外生
の生活支援を行う ハウ ス マス タ ー（ 現3名。 2名増員予定） の人的支援体制が
整っ ている 。
　 本町の川俣高校魅力化向上推進事業も 、 単なる 生徒の確保策に留ま ら ず、
地域の担い手づく り や交流人口の拡大、 移住増等、 町の将来につながる よ う
な戦略的ビ ジョ ンが必要ではないか。
　 ま た、 生徒数の確保のために、 他の地域未来留学校に劣ら ない寮と 生活支
援体制の充実に力を入れる べき ではないか。

②山形県遊佐町「 遊佐高校魅力化（ 地域未来留学） について」

【 内容】

①　 遊佐高校「 地域未来留学」 の概要について説明を受ける 。 （ 別添　 「 遊
佐高校魅力化について　 2026. 4． 22　 ・ 山形県立遊佐高等学校魅力化推進計
画」 参照）
②　 質問事項についての回答。 （ 質問事項は別紙のと おり 。 ）
③　 質疑応答。

【 ま と め】

研修内容
及び

ま と め
（ 意見・
　 感想）
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　 議会における 議決責任・ 説明責任を図る ため及び議案に係る 課題・ 論点整
理の共有化を図る 目的のため、 平成24年3月議会から 導入さ れている 。
　 議会（ 所管委員会） における 議決について、 議員個人に説明責任があり 、
説明者に対する 質疑を 中心と し た、 審議、 審査だけでは説明責任を十分果た
すこ と ができ ないと の認識のも と 議員間討議の必要性がある と し ている 。
　 当議会にも 本会議の議決の際に討論はある が、 一方的に反対、 賛成の意見
を述べる に過ぎず、 議論の深ま り はない。
議案の議決は、 多数決であり 、 反対意見の切り 捨ての意味も ある こ と から 、
採決前に、 議員同士が十分に議論する こ と は、 論点の確認、 問題意識等の共
有化に有効であり 、 議員の相互理解につながり 、 議会力の向上につながる も
のである 。
当議会における 議員間討議の導入について、 前向き に検討する 必要がある と
考える 。

③岩手県紫波町「 議員間討議について」

【 内容】 場所： 岩手県紫波町役場　 会議室

①　 予算決算審査における 議員間討論の導入についての説明と 質問事項につ
いての回答。 （ 質問事項は別紙のと おり 。 ）

4
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【 ま と め】



④岩手県紫波町「 中学生議会について」

【 内容】 岩手県紫波町役場　 会議室

①　 中学生議会に対する 説明と 質疑応答

【 ま と め】

　 次代を担う 子供たちがま ちづく り に参画する 機会を提供し 、 子ど も たちの
声を 議会活動に生かし ていく と と も に、 自分たちの目線で紫波町のま ちづく
り ついて「 将来こ う なって欲し いと いう 思いや願い」 を町への質問を通し
て、 議会を 身近なも のと 感じ ても ら う こ と を目的に平成2年2月～令和6年11
月ま で、 10回開催さ れている 。
　 各役割は、 各校と の調整は教育委員会が行っている 。 以前は議員が答弁者
になっていたが、 現在は執行者が答弁し 、 議員は傍聴し ている 。
　 参加し た中学生の感想には、 議員の大変さ が分かった。 議員の町への思い
が伝わった。 町の未来を考える き っかけになった。 自分の意見を 持つこ と の
重要さ に気が付いた。 町作り に関心を持った。 等の経験し た学生の教育成果
が多く ある こ と から 、 当議会と し ても 議会改革の一環と し ての模擬議会を開
催する こ と は、 学生（ 中高生） の意識改革及び学生を取り 巻く 家族等の関心
を呼び起こ すために有効である こ と から 、 取り 組むべき である と 考える 。
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研修内容
及び

ま と め
（ 意見・
　 感想）

　 紫波町は、 平成10年に請願駅「 紫波中央駅」 が開業する のに合わせ、 駅前
の土地１ ０ ． ７ haを28. 5億円で取得する が、 財政難で10年間塩漬け状態と な
る 。
平成21年に、 「 公用公共施設整備」 と 「 民間の経済開発」 の両立を目指し
た、 民間主導型の公民連携によ る 駅前公有地活用オガールプロ ジェ ク ト の為
に、 自治体出資法人オガール紫波（ 株） が設立さ れた。
こ のプロ ジェ ク ト は、 東洋大学と 紫波町が「 地域再生プロ グラ ム第1号」 と
し て協定を 締結し 、 30年計画の具現化、 町全体の発展につながる 開発と し て
アメ リ カ型のＰ Ｐ Ｐ 手法によ る 都市整備が始ま る こ と と なる 。
政策目的を 持つ事業が実施さ れる にあたって、 官と 民が目的決定、 施設建
設、 所有、 事業運営、 資金調達など 何ら かの役割を分担し て行う こ と を基本
と し ている 。
今現在、 こ の区域には、 ①役場庁舎、 ②官民複合施設（ オガールプラ ザ＝紫
波町図書館・ 紫波マルシェ 、 小児科医院、 歯科医院、 眼科医院、 衣料品店
等） ③民間複合施設（ オガールベース ＝宿泊施設、 体育館、 飲食店等） 、 ④
オガールタ ウ ン（ 町分譲住宅地57戸） 、 ⑤県フ ッ ト ボールセンタ ー、 ⑥オ
ガール保育園、 ⑦エネルギース テーショ ン、 ⑧オガール広場が配置さ れ、 そ
れぞれが公民連携の手法によ り 、 域内の交流人口増、 雇用者数維持、 地価公
示価格の上昇、 定住人口増に成果をあげ、 （ 2013） 土地活用モデル大賞
（ 2017） 国土交通大臣賞、 （ 2019） 総務大臣表彰、 ふる さ と づく り 大賞個人
表（ 総務大臣表彰） 岡崎正信氏、 （ 2020） ふる さ と づく り 大賞優秀賞（ 総務
大臣表彰） 紫波町、 その他多数の評価を得ている 。
現地を視察し たが、 各施設は良く 整備さ れ、 管理も 行き 届いており 、 平日に
も かかわら ず、 域内には活気があふれていた。
　 本町においても 、 紫波町のオガールプロ ジェ ク ト の成功事例を 参考と し
て、 民間活力の積極的な誘導によ る 地域課題の解決策（ PPP方式） を、 本格
的に研究する 価値はある のではないかと 感じ た。

4

①　 オガールプロ ジェ ク ト の概要説明
②　 施設視察

【 ま と め】

⑤岩手県紫波町「 公民連携オガールプロ ジェ ク ト について」

【 内容】 岩手県紫波町役場　 会議室
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令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

日時
調査地

15名（ 議員　 11名・ 事務局　 2名・ 所管課長等  2名）

①遊佐町における 少年議会について

【 内容】 場所： 山形県遊佐町役場　 会議室

　 平成15年度よ り 、 「 少年議会」 を継続的に開催し ている 。 本事業では、 中
学生およ び高校生を対象に、 直接選挙によ り 「 少年町長」 や「 少年議長」 等
の役職を選出し ている 。 選出さ れた生徒は、 実際の行政活動を模し た取り 組
みに参加し 、 政策提案や議会運営など を体験する こ と で、 政治や行政への理
解を 深めている 。 こ れによ り 、 主体的に社会へ参画する 意識を醸成し 、 実践
的な主権者教育の推進を図っ ている 。

【 ま と め】

　 20年以上の歴史を持つ遊佐町の「 少年議会」 事業について研修を行った。
主要テーマは、 少年議会の設立経緯、 運営体制、 活動実績、 そし て成果と 課
題である 。 特に、 若者の政治参加意識の向上（ 18歳投票率など ） 、 事業継続
を支える 仕組み（ 学校・ 保護者・ 留学生と の連携） 、 そし て人口減少下での
参加者確保と いう 継続的な課題について、 具体的なデータ と 共に詳細な説明
と 質疑応答が行われた。 少年議会が単なる 模擬体験ではなく 、 郷土愛を育む
「 人材育成シス テム」 である と 感じ た。

参加者
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②遊佐町における 遊佐高校地域みら い留学について

【 内容】 場所： 山形県遊佐町役場　 会議室

　 町内に所在する 県立遊佐高校には、 現在17名の県外出身生徒が通学し てい
る 。 こ れら の生徒の受け入れ環境を整備する ため、 町内の空き 家を改築し 、
学生寮（ 4棟） と し て活用し ている 。 ま た、 寮の運営にあたっては寮母等を
地元住民が担う など 、 地域と 連携し た体制を構築し ている 。 こ う し た取り 組
みによ り 、 学校の魅力向上と と も に、 地域に根差し た教育環境の充実を図っ
ている 。

【 ま と め】

　 「 遊佐高校魅力化プロ ジェ ク ト 」 およ び「 地域みら い留学」 について説明
を受けた。 廃校の危機を背景に高校魅力化を地方創生の柱と し て位置づけた
経緯をはじ め、 県外生募集や入寮選考、 寮生活の支援体制、 地域と 連携し た
教育プロ グラ ムなど 具体的な運営手法について説明を受けた。 ま た、 関係人
口の創出と いった成果が確認さ れる 一方で、 地元進学率の低さ や財源確保な
ど の課題も ある こ と を 認識し た。 さ ら に、 所管部署が主導する 組織体制や通
学支援の公平性を巡る 議論にも 触れら れた。 高校魅力化の取り 組みは単なる
教育施策にと ど ま ら ず、 地域経済や人口動態、 コ ミ ュ ニティ 活性化に寄与す
る 総合的なま ちづく り 施策である こ と を学んだ。

③紫波町議会予算決算審査における 議員間討議の導入について

【 内容】 場所： 岩手県紫波町役場　 会議室

　 平成26年3月に制定さ れた「 紫波町議会基本条例」 第7条では、 議会は言論
の府である こ と を深く 認識し 、 議員相互の自由な討議を中心と し て活動すべ
き 旨が規定さ れている 。 議員間討議の重要性を明確に位置づけ、 合意形成に
向けた活発な議論の推進を求める も のである 。

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

【 ま と め】

　 議員間討議を導入し 、 議決責任及び説明責任の確保、 並びに論点共有の深
化を 目的と し て運用し ている こ と を確認し た。 議員間討議は分科会形式によ
り 実施さ れ、 当局を除く 議員のみで議論を行い、 その結果を全体会で共有す
る 仕組みと なっている 。 ま た、 自由討議については相互理解の促進を目的と
し て時間制限を設けた上で実施さ れている 。 予算審議においては、 分科会で
論点整理を 行った後、 当局と の一問一答形式によ る 質疑を 行う 流れが確立さ
れており 、 議案の早期提示や事前の論点共有によ り 審議の充実が図ら れてい
る 。 こ れら の取り 組みによ り 、 議員間の認識共有が進み論点が明確化さ れる
こ と で質疑内容の充実につながっている と 感じ た。

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）



4

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

　 飲食店、 販売店、 ク リ ニッ ク 、 体育館に加え、 ホテル、 図書館、 町役場、
サッ カー場、 ス ポーツ ジム、 美容室、 レ ンタ ルス ペース など 多様な機能を集
積し た複合施設である 。 本事業は、 官民連携（ PPP） を活用し た先進的な都
市整備と し て、 約10haの町有地を対象に補助金に依存し ない民間主導のス
キームによ り 開発さ れた。 年間約100万人が訪れる など 高い集客実績を有
し 、 全国的にも 成功事例と し て評価さ れている 。

【 ま と め】

　 駅前未利用地問題と 財政制約を背景に、 公民連携（ PPP） によ る 再生に転
換し た詳細内容の説明を聞いた。 官民の役割と リ ス ク を契約で明確化し 、
「 敷地に価値なし 、 エリ アに価値あり 」 を軸に、 オガールプロ ジェ ク ト を段
階整備し た。 “ 稼ぐ イ ンフ ラ ” 設計、 住宅・ エネルギー施策を一体運用し 、
交流人口増加や地価上昇、 雇用創出を実現し 持続的成長基盤を構築し た事が
分かった。 旧市街地対策も 行っており 、 「 大き い開発の後に小さ いリ ノ ベ」
を実施し て、 商店街リ ノ ベーショ ンや廃校跡地においても 今ま でのノ ウ ハウ
を生かし たプロ ジェ ク ト である と 感じ た。

⑤オガールプロ ジェ ク ト について

【 内容】 紫波町オガール　 会議室

④中学生議会について

【 内容】 岩手県紫波町役場　 会議室

　 町内3中学校から 選出さ れた代表18名が質問席に登壇し 、 町の将来や課題
について提言を行う 機会を設けている 。 こ れに対し 、 役場当局側が答弁を行
い、 行政側と の意見交換を実施し ている 。 ま た、 町議会議員は事前学習の支
援や当日の議会運営に参画する など 、 全体を通じ て円滑な運営と 学習機会の
充実に寄与し ている 。

【 ま と め】

　 中学生議会については、 子ど も たちにま ちづく り への参加機会を提供し 、
その意見を 議会活動に活かすこ と を目的と し て開催さ れている こ と を確認し
た。 事前学習では議員が各中学校を訪問し 、 議会の仕組みの説明や意見交換
の支援を行い、 当日は受付や誘導等も 含め議員が運営を担っていた。 ス ク
リ ーン生中継も 実施さ れる など 、 開かれた議会運営が図ら れている 。 加え
て、 こ れま での中学生議会で提案さ れた学校ト イ レ の整備など 具体的な政策
に反映さ れた事例があり 、 若い世代と の意見交換と し て大事な事業だと 感じ
た。
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　 　 　 　 　 予算決算常任委員会所管事務調査
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令和8年　 川俣町議会予算決算常任委員会所管事務調査報告
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令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

日時
調査地

15名（ 議員　 11名・ 事務局　 2名・ 所管課長等  2名）

①少年議会について

【 内容】

遊佐町における 少年町長・ 少年議会公選事業について主なも のと し て事業誕
生の経緯、 特徴、 こ れま での成果と 今後の展望など 。 ま た町や地域と の関わ
り など 町教育委員会社会教育係よ り 説明をう けた。

【 ま と め】

こ の事業が始ま ったのは2003年から で当時の社会情勢が背景にある 。 遊佐町
内に在住する 中高生を 対象と し て民主主義のシス テムを学ぶこ と と 、 未来を
担う 若者視点から の町政参加や町づく り に活かす狙いと し てのよ う である 。
議会の運営も 中高生が自ら 携わり 、 中高と 継続し て活動し ている 生徒も いる
と のこ と 。 ま た彼ら の議会での提言が町の政策と し て実現する など 実績に繋
がっ ている 例も ある よ う である 。 当初は参加する 生徒も 少なく 存続も 危ぶま
れた時期も あったが継続を望む声や遊佐高校から の県外生徒の受け入れなど
で近年では20人前後で推移し ている 。 ま た遊佐高校への進学を希望する 中学
生が増加する など 相乗効果も みら れる 。 さ ら に議会活動に関する 保護者の理
解はも と よ り 地域住民の協力など も 大き いと 感じ る 。 今回の遊佐町の取り 組
みについて当初は中高生によ る 模擬議会のよ う なも のと と ら えていたが民主
主義を学ぶだけでなく 町づく り 、 人づく り など 参考になっ た。

参加者

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）



②地域みら い留学について

【 内容】

地域みら い留学導入の背景、 実現し たいビジョ ン。 町と し ての学生の募集、
生活支援への取り 組みはど う し ている かなど 説明をう けた。

【 ま と め】

遊佐高校は県立高校再編整備基本計画によ り 統廃合の危機にあり 、 その対策
と し て高校魅力化プロ ジェ ク ト に着手し 生徒募集を全国に拡げる こ と と し
た。 そこ で地域みら い留学を 活用し 高校の存続と 活性化は基よ り 特色ある 学
びや若者の移住、 流入など を 通じ た地域の担い手づく り など で少年議会への
参加など も その事例と いえる だろう 。 生徒の生活支援についても 空き 家を改
修し 寮と 活用する こ と や寮母と し て医療や教育に携わる 方々を食事面だでな
く ケアサポート と し ての役割を担っている よ う だ。 こ れら の事案は今後の川
俣高校への取り 組みにも 参考になる と 考える 。

③予算・ 決算審査における 議員間討論の導入について

【 内容】

予算・ 決算審査においての議員間討論の目的、 必要性について紫波町議会運
営委員長よ り 説明をいただいた。

4
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【 ま と め】

議員間討議の目的は議案の賛否を決める 前に、 賛成・ 反対を対立さ せる ので
はなく 、 議員間で考え方を確認する こ と や課題、 論点を共有する こ と 。 討論
は最終的に採決につなげる ためのプロ セス である と のこ と 。 それによ り 論点
についての話し 合いが十分になさ れ議決に係る 説明責任が果たせる よ う にな
る など 成果がみら れた。 ま た２ つの分科会が事前に論点等を協議し 、 その後
委員会において各分科会の結果を報告し 合い全体協議する と いう 仕組みは課
題・ 論点の共有と いう 部分で参考になる と 考える 。

4
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　 感想）
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ま と め
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　 感想）

公民連携によ る 駅前公有地活用( オガールプロ ジェ ク ト ) について紫波町企画
総務部地域づく り 課副課長よ り 説明をいただいたのち現地を案内いただい
た。

【 ま と め】

オガール構想の基本理念である 循環、 協働のま ちづく り は人口減少、 環境保
護、 災害対応、 教育の充実など 将来を見据えたま ちづく り の先行事例であり
成功事例と いえる 。 要因と し ては盛岡市を中心と し た北上平野に位置し てお
り 平坦地である こ と 。 Ｊ Ｒ の駅があり 交通イ ンフ ラ や医療が整備さ れベッ ド
タ ウ ンと し ての機能がはたせる こ と 。 教育、 ス ポーツ を通じ ての交流人口の
拡大など があげら れる 。 川俣町においてはコ ンパク ト 化を 推進する と すれば
地形的要因、 交通イ ンフ ラ など の課題がある 。 既存施設等の活用や地域性の
特色を考慮し つつ公民連携で整備を図っていく う えで今後の参考になる と 考
える 。

⑤紫波町Ｐ FＩ 構想について

【 内容】

④少年議会について

【 内容】

中学生議会を導入し た背景と 目的、 募集方法、 成果など について紫波町議会
運営委員長から 説明を いただいた。

【 ま と め】

地方自治制度や議会制度を理解し 学びの場と し て、 議員と の交流を通じ て町
政への理解や関心を高め、 町の現状や将来について考える 機会を 設ける こ と
を目的と し ている 。 実際に議員が中学の公民の授業に赴き 事前学習を行なっ
ている よ う である 。 募集については町内3つ中学校に協力を 依頼し 18名を選
出し ている 。 質問にも 町当局が答弁する など 実際の議会と 同様にし ている と
こ と 。 参加し た生徒から は議会や町政に関心を持った、 地域活動に貢献し た
いなど の感想がださ れ一定の成果はみら れた。 将来的に町政や社会活動に参
加し てく れる こ と を期待し たい。
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15名（ 議員　 11名・ 事務局　 2名・ 所管課長等  2名）

　 　 　 　 　 予算決算常任委員会所管事務調査

令和8年4月21日（ 火）  22日（ 水） 　 調査先名　 遊佐町

参加者

令和　 ８ 年　 ５ 月　 １ １ 日

2

①遊佐町における 少年議会について

【 内容】

2003年の平成の大合併時の社会情勢によ る 人口減少、 少子高齢化の影響によ
り 若者が減少し た、 こ れから の「 ま ちずく り 」 は若者と の声が有り 少年町
長・ 少年議会が始ま っ た。
目的
①若者たちが代表を選び、 政策を実現し ていく こ と で民主主義を 体験・ 学習
し 社会のシス テムを学ぶ
②中高生の視点から 町政への提言や意見を町が採り 上げる 事で若者の町政参
加を 促
③こ の事業に関わる 関係者が、 若者の意見に学び、 若者たちが社会シス テム
や民主主義を学ぶ相互教育の場と する

研修名

日時
調査地

4

今後の展望
　 少年議会を経験し たメ ンバーは町当局や外部団体と 協議する 中で自信や責
任感が生ま れ中高校生の町政でき る 場が造ら れた。 若者の意見を 積極的に取
り 入れ、 残り たい町・ 帰ってき たい町・ 住みたい町を目指し て事業を進めて
いく と のこ と 。

特徴
①少年議会には４ ５ 万円の予算が設けら れている
②対象者は遊佐町在住の中高校生及び遊佐町に通学する 高齢化と する 。 対象
者は少年町長・ 議員の選挙権と 非選挙権をも つ
③選挙によ る 構成員は町長１ 名、 議員１ ０ 名と し 、 当選し なかっ た立候補者
から 副町長、 監査、 事務局長、 事務局次長が選任さ れる

主な活動実績例
　 第１ 期 カーブミ ラ ーの設置、 防犯灯の設置、 用水路の転落防止柵の設置
他
　 第２ 期 町のイ メ ージキャ ラ ク タ ー「 米～ちゃん」 を考案、 ス ト ラ ッ プや
着ぐ る みも 作成さ れ町内外のイ ベント 等で活躍他
　 第３ 期 バス 停へのベンチ、 雨よ けの設置
　 第９ ～１ １ 期 特産品の開発( 芋煮コ ロ ッ ケ・ も ちっと 米～カリ ー) し 販売
も 行った
　 第１ ６ 期 教えあいながら 勉強でき る 中高校生の居場所づく り と し て「 学
び合いス ペース 」 を図書館の一角の設置他
　 その他、 第１ 期から 第２ ３ 期( 令和７ 年) ま での各期において様々なイ ベン
ト 、 ボラ ンティ ア、 町の各行事への参加、 議会と の意見交換会等、 活発な活
動を 行っている 。

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）



【 内容】

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

【 ま と め】

中高校生によ る 少年議会の取り 組みは色々な活動を通し て、 自信や責任感が
生ま れ町に対する 感心が深ま り 、 若者から 見た町の現状への気ずき 、 意見等
の提案をし 有意義な活動に感じ ら れる 。 こ の活動によ って町の良さ を知り 、
改善点を共に直し 、 いろいろな条件も 有る 中で町に残る 人が多少なり と も 出
てく る 取り 組みと 思われる 。 当町でも 「 議会改革」 の中で唱っている のだか
ら 、 真剣に検討し て行かなければなら ないと 感じ た。

②遊佐町における 遊佐高校地域みら い留学について

目的
①遊佐高校の廃坑を防ぐ ために県外留学生受入れによ る 生徒の確保
②遊佐高校の魅力化＝ま ちの魅力化によ る 町の活性化、 人口減対策、 町の存
続
③特色ある 学びや活動―先生や学校と の近距離の少人数教育―都会にない自
然や文化 に触れる ー新し い環境で変化や成長を 実感―親元から 離れ自立し
た生活―世代を超えた仲間づく り ー
④高校の存続・ 活性化―地域を支える 人材育成―若者の流入・ 教育移住―関
係人口の創出・ 拡大―地域の担い手づく り ー町の活性化
⑤実施に向けた施策。 寮での暮ら し ( 空き 家を改修) 、 各種助成( 帰省時旅費
の補助・ 受け入れ費用の低額・ 授業料減免・ 生活支援・ コ ーティ ネータ ー・
ハウ ス マス タ ー・ 寮母) 他

【 ま と め】

　 担当部署が当町と 違い教育委員会のみでなく 企画課( 町では政策推進課) も
関わり 、 年間５ 千万の予算を 計上し 、 町民も 関わり 町全体と し て推進し てい
る と 感じ た。
　 意見と し て、 川俣高校で行っている 「 地域留学」 だが、 町と し ての寮の整
備等のハード 面の援助だけでなく 、 今回の遊佐町の様な町の考えの方向性、
ま た高校、 生徒（ 留学生も 含めて） 、 町民と の交流、 懇談当を実施し 町民に
解り やすい説明を行い理解を 得て町全体と し て進めて行かなければ、 成功し
成果を上げら れないと 思う



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

背景
議会のあり 方に関する 検討委員会を設置し 予算・ 決算審議において分化会ご
と に論点を 協議する 場を設けた

目的
①議会における 議決責任・ 説明責任を図る ため、 議員間討議の充実を図る
②予算・ 決算等の早期提示（ １ 週間前） にと り 、 議会のチェ ッ ク 機能を深め
る
③議案に関わる 課題・ 論点に共有化を図る

必要性
①議会における 議決責任を果たすためには、 議決に関わる 説明を 行う 必要が
ある
②説明員に対する 質疑を中心と し た審議・ 審査だけでは議決に関わる 説明責
任を 十分果たすこ と はでき ない
③議員だけで議論し 一定の結論を出すと と も に、 その結論に至っ た理由につ
いも 議論の経過を含めて説明する こ
と ができ る よ う にする 必要がある
④議決の主体は議会( 所管委員会) である こ と から 、 議決の説明も 「 議会と し
ては・ ・ ・ 」 と いう 形で議会を主語と し た説明が必要である

結果・ 成果
本会議おける 議決の前に、 執行者は同席せずに分科会ごと に論点を議員同士
で協議し ( 採決につなげる ) 、 その後全体で協議する 事で議決に係る 説明責任
が果たせる よ う になっ た

【 ま と め】

　 当議会に於いても 、 提案事項について現在は委員会・ 全員協議会・ 議決と
なっ ている が、 委員会での執行部の議案説明後に各委員会で委員のみでの討
論会を議会日程を組み入れる べき

③紫波町議会における 予算決算審査における 議員間討議の導入について

【 内容】
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背景・ 目的
町の将来を 担う 中学生が地方自治の仕組みや議会の役割を 肌で感じ 、 理解を
深める

以下の様な意見・ 提案があり 中学生なり の気ずき がみら れた。
1. 雨水の有効利用
2. 自転車道の整備
3. ごみの削減と 分別
4. バス 停の見直し 等。

成果： 体験を通し て中学生なり の考えを引き 出す結果になった。
1. 町の未来を考える き っかけになった。
2. 自分の意見を持つ重要さ に気づいた。
3. 町づく り に関心を持った。
4. 自分たちの世代も 動かなければなら ないと 思っ た。
5. 地域活動に貢献し ていき たい。
6. 多く の提案を実現につなげてほし い他

当議会に於いても 、 遊佐町の少年議会同様に設置を進めて行かなければ。

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

④紫波町における 中学生議会について

【 内容】

【 ま と め】
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研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

⑤紫波町における オガールプロ ジェ ク ト について

【 内容】

目的
①公民連携によ る 公有地開発・ 活用プロ ジェ ク ト
②循環型ま ちづく り
③協働のま ちずく り 。 町民が主役の自治の仕組みづく り 、 町民の公益活動の
環境づく り 、 地域課題に取り 組む地域コ ミ ュ ニティ づく り
③子育て世代の転入誘導・ 若い世代の流出抑止対策・ 商店街地区の人口減少
対策・ 少子高齢化対策・ 雇用の場の確保
④官と 民が一緒に街を 創る 「 複合開発」
⑤暮ら し のコ ンテンツ を充実さ せる
⑥稼ぐ こ と で、 公共サービス を維持する
⑦官と 民で地域経営課題を解決する
　
実行手法
①町民の意向調査( ２ 年間で１ ０ ０ 回) ・ 民間企業意向調査
②東洋大学大学院経済学研究科公民連携
③PFI ・ BTO・ DBO・ PPP方式の活用
④注意点・ 陥り やすい失敗。 「 補助金に依存し ない」 「 コ ンサル任せで無く
自分たちの頭で考える 」 「 ハコ を造って終わり で無く ハコ と 一緒にコ ト をお
こ す」

結果・ 成果
①人口の増加・ 維持。 昭和３ ０ 年 30, 199人、 令和２ 年 32, 147人。 就業人口
昭和３ ０ 年 15, 818人、 令和２ 年 17, 028人
②昼夜間人口比率。 ２ ０ ０ ０ 年 86. 0％、 ２ ０ １ ５ 年 81. 6％
③財政難( 実質公債費比率) の改善。 平成１ ９ 年 23. 3％、 令和３ 年 12. 9％
④地価公示価格が１ ０ 年間で21. 7％上昇
⑤交流人口１ ０ ４ 万人

【 ま と め】

　 町の事業を庁内だけで考える のでは無く 、 住民の意向・ 意見、 専門家の助
言を 取り 入れて実施する 事が大事。
　 ハコ 物( 施設等) を創る 場合、 補助金頼り だけでは無く 将来の収支( 負担だ
けが残る ) を 考慮し て行なわければなら ない。 ( 稼いで資金回収でき る )
　 紫波町の例に、 ハコ 物の建設に民間の資金導入を取り 入れれば約２ 割の削
減可能と の実績が有る



川俣町議会議長　 様

委員 山家　 恵子

1

3

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

①遊佐町における 少年議会について

【 内容】

こ れから の遊佐町の町作り をし ていく のは若者である 。 若者自身が地域社会の一
員と の自覚を促し 活躍の場を明ら かにする ため2003年ス タ ート 。 今期24期と な
る 。 事業のねら いに中高校の視点から の提言や意見を町が取り 上げる 事で若者の
町政参加を促し 併せて全ての関係者が若者の意見に学ぶ。 そし て町のシス テムや
民主主義を相互に学ぶ場にも なる 。

【 ま と め】

イ メ ージキャ ラ ク タ ーや事業によ る 遊佐町に関心を寄せる 中高校が増えている 事
や現地調査、 署明運動によ る 要望など成果があり 若者の人材育成に繋がる 参考に
なり ま し た。

2
日時

調査地

令和8年4月21日（ 火）  22日（ 水） 　 調査先名　 遊佐町

令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

参加者 15名（ 議員　 11名・ 事務局　 2名・ 所管課長等  2名）

令和8年5月6日

令和8年　 川俣町議会予算決算常任委員会所管事務調査報告

研修名 予算決算常任委員会所管事務調査



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

③紫波町議会予算決算審査における 議員間討議の導入について

【 内容】

予算・ 決算審議前に委員会ごと の協議を議会のチエッ ク 機能を深める 為に行って
いる 。 議員同士での考え方を確認し たり 町で必要なのか話せる 時間がある のは再
認識でき て良いと 思う 。

【 ま と め】

議員は町民の代表であり 慎重に審議する 立場です。 議員間での話し 合いも あって
良いと 参考になり 川俣でも 取り 入れら れたと 思う 。 よ り 価値的に町民の為の審議
が可能になる と 考える

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

②遊佐町における 遊佐高校地域みら い留学について

【 内容】

遊佐高も 川俣高と 同じ く 廃校の危機があり R2年から 県外生募集が始ま る 。 遊佐の
みら い留学のビジョ ン特色ある 学びと し てジオパーク の地カツ、 地域に出ていく
面白い学び、 2年生から 週1各企業に出向き 10月に1人ひと り が県外生の家族を交え
て発表する など 高校の存続と 共に若者の流入と 関係人口の創出・ 拡大も でき る 取
り 組みを考えている 。 高校の魅力化 意識ある 若者の還流によ って持続可能な地
域を作る 。

【 ま と め】

高校の魅力化において教育コ ーデイ ネ タ 、 キャ リ ア教育、 他地域と の交流など川
俣町も 取り 組んでいる が遊佐町では小年議会の取り 組みと のリ ンク も あり 川俣町
に取り 入れる ヒ ント がある 視察であった。



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

④紫波町における オガールプロ ジェ ク ト について

【 内容】

成長を意味する 紫波町の方言オガルと 駅を意味する フラ ンス 語ガ ルで→オガー
ル、 言葉のイ メ ージどう り を受けま し た。 遊休町有地が財務難で10年塩漬け状
態。 東洋大学と 紫波町が締結→30年計画の具現化・ 町全体の発展に繋がる 開発・
アメ リ カ型ppp手法によ る 都市整備町民意見交換会2年で100回。 H19年協議会によ
る 調査、 H21年公民連携基本計画、 H22年オガールデザイ ンガイ ド ラ イ ン策定など
時間と 行政、 民間、 キーマンと なる 人によ っ てのオガールプロ ジェ ク ト の成功が
あったのだと 感嘆し た

【 ま と め】

担当の方の話を聞き 、 町の再生をなんと かし たい、 と の人の思いがつみ重なり 人
の出会いで動き 出す！成功の鍵は現場に足を 運びあら ゆる 想定を考え抜く 団体戦
の勝利と 感動し ま し た。 最後ま で紫波町にお金を落と し ていってく ださ い。 財政
を創り 出し 更にオーガルを紫波町の住民福祉に繋いでいき たいと の心意気に川俣
町のこ れから に参考にすべき 点が様々あり ま し た。



川俣町議会議長　 様

委員 石河　 ルイ

1

3

令和8年4月28日

令和8年　 川俣町議会予算決算常任委員会所管事務調査報告

研修名 予算決算常任委員会所管事務調査

2
日時

調査地

令和8年4月21日（ 火）  22日（ 水） 　 調査先名　 遊佐町

令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

参加者 15名（ 議員　 11名・ 事務局　 2名・ 所管課長等  2名）

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

①遊佐町少年議会について

【 内容】

平成15年から 当時の熱心な街の未来への考え、 若者の成長を願い実践し てき た。
平成の大合併によ り 街の人口減少や地域の衰退を心配し 、 すぐ に行動を起こ し た
こ と が素晴ら し いと 思いま し た。 ま た選挙によ り 町長を立て、 一般的に行われて
いる よ う な投票選挙活動を体験さ せる と 言う 大胆なも のです。 実践的主権者教育
を実現し ており ま す。 他市町の高校に通う 生徒も 対象と し 、 遊佐高校ばかり でな
く 、 ６ 校6人の担当教員を配置し ても ら い、 委員会プロ ジェ ク ト チームを構成し て
行っている 。 も ちろんこ れは教育委員会が主導でなければでき ないこ と になり 、
社会教育担当が行っている 。 今ま でに街のシンボルし おり の作成や要望を街に届
けたり 、 現地調査なども 行う など大人顔負けの活動をし ている 。 年間計画に乗せ
て行っており 、 予算はト ータ ルで930, 000円位と わずかである 。 夜間開催と いう こ
と で親の理解も 得ている 。

【 ま と め】

若者に地域社会の一員になっても ら いたい自分たちの力で、 自分たちが求める 街
の姿を発信し ても ら う と 言う 目標が心を動かし たと 思いま す。 議会と の懇談会も
年一回開催し 、 議員の研修も 深ま っている と 思う 新し い道の駅のロ ゴマーク も 公
募し ており 、 若い力が街に活気をも たら し ている 。 困難な時期も あったが、 継続
し てき てよ かったと 言う 話に胸を撫で下ろし た。



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

②遊佐地域未来留学について

【 内容】

遊佐町では、 企画課と 教育委員会と の連携によ り 取り 組ま れている 。 やはり 財源
確保が重要なポイ ント になっている が、 7年になり 空き 家改修し た寮の管理や寮生
の支援には多数の町民の方々の協力が大切になっている と 思いま す。 入寮試験は
町が行い合格し た生徒が遊佐高校の受験に臨める 。 寮の確保も 今後の課題ではな
いかと 思いま す。 2年生になる と デュ アル実践と 言って週一回事業所へ行き 、 職場
体験をする 。 町民と の関係や雇用、 就職へのつながり 等が生ま れている 。

【 ま と め】

私は道の駅ふら っと で実際その時の生徒と 会話をする 機会があり 、 素直で若者ら
し い姿に微笑みを感じ 成功し てほし いと 思いま し た。 遊佐/町は米を始め砂丘メ ロ
ンやパプリ カ、 庄内、 牡蠣など農産物も 豊富ハンガリ ーと の交流も ある 魅力ある
街です。 全国から 注目を集める でし ょ う 。

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

③議員間討論の導入に関する 調査

【 内容】

常任委員会は、 ①いき いき ま ちづく り と ②すこ やかま ちづく り と 言う 愛称のも と
構成さ れており 、 親し みやすい表現をし ている 。 分科会と の討議と 全体の討議を
通し て当局が参加せず議員だけで行っている 。

【 ま と め】

全体と し ての合意形成と 論点整理が目的と なっていて、 議会と し ての統一見解や
責任を示し ている と 思った。 し かし それぞれの議員と し ての見解も 持ち合わせて
いる 事はも ちろんある こ と ですし 、 充分な討議を考えてのこ と だと 理解する 。



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

④中学生議会に関する 調査について

【 内容】

紫波町議会は今ま で町民議会や女性議会、 子供議会など 10回行っている 。 最近で
は中学生議会を隔年で行っている 。 その目的は次代を担う 子供たちがま ちづく り
に参画する 機会を提供し 、 街の質問を通し て議会を身近なも のと 感じ ても ら う こ
と である 。

【 ま と め】

教育委員会に各校への調整をお願いし 、 議会が事前学習に十分な準備をする こ と
が大切になってく る と 思う 。 令和6年は11月23日祝日に行われており 、 参加者や役
割の分担などし っかり と 行ったも のと 思われま す。 経験を積み上げていく こ と が
大切と 考える 。 子供たちの感想も 、 議員の街の思いや街の未来について、 ま たま
ちづく り への関心が高ま ったなど有意義であったこ と が伺えま す。 子育て支援は
主に親への経済的支援である が、 町を上げて町の未来への人材育成や社会の1人と
し て成長を助ける 機会である のではないかと 思いま す。 少年議会で提案さ れたト
イ レ の問題や歩道の安全については、 身近で今すぐ でき る 実行し なければなら な
い要望でも ある と 思いま す。

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

⑤オガール複合施設について

【 内容】

盛岡のベッ ド タ ウ ンでも あり 、 地域性を生かし たま ちづく り と し て注目を浴びて
いる 中心部の使われていない町有地の利用の取り 組みが始ま り です。 やはり こ こ
でも 有能な人材、 町長のアイ ディ アと 一緒にプロ ジェ ク ト を進行し てき た方々、
東洋大と の連携など、 たく さ んの人々の力が積み上がっており ま す。 たく さ んの
事業の中から 1部感想を述べたいと 思いま す。 平成12年から 循環型ま ちづく り と し
てス タ ート し 、 町の産業である 林業町産材を 活用し た施設作り が目を引き ま し
た。 役場庁舎若者住宅保育所と 小児科の連携、 宿泊施設や図書館や体育館等何で
も 充足し ており ま す。 若者を呼び込む発想があり ま す。 住宅においてはバイ オマ
ス 発電が地下を通っており 、 日中は役場夜間は住宅に主に供給さ れており ま す。

【 ま と め】

マルシェ においては、 360名の会員が出品し ており 、 赤字になったこ と がないな
ど、 人口交流と 産業振興を含んだま ちづく り が進んでいる 状況が生ま れている と
感じ ま し た。 町の財政難などの課題解決に関係団体、 町民参加と いう こ と で意見
交換会を100回も 行った努力に敬服する と こ ろです。 なんと いっても JRの駅を申請
し て作ったと 言う プロ ジェ ク ト に始ま り 継続的に発展の可能性を見出し てき た長
年の積み重ねが実を結んだと 思いま し た。







川俣町議会議長　 様

委員 新関　 善三　

1

3

令和8年5月13日

令和8年　 川俣町議会予算決算常任委員会所管事務調査報告

研修名 予算決算常任委員会所管事務調査

2
日時

調査地

令和8年4月21日（ 火）  22日（ 水） 　 調査先名　 遊佐町

令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

参加者 15名（ 議員11名・ 事務局2名・ 所管課長等2名）

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

①遊佐町における 少年議会について

【 内容】

　 日本海高速道路を北進、 雄大な鳥海山のふも と に庄内平野のなか砂丘地特有の
砂質壌土の広大な水田面積が植え付け準備に取り 組んでいる 時期でも あり 、 近年
畑地化さ れた所はス イ カ、 メ ロ ンの小ト ンネルが目立つ様になっており 、 当地と
一種異る 光景思え出に残る 中研修目的地に到着する 。
　 平成15年に事業開始さ れ、 町内在住の中、 高生が主体と なり 、 若者の目線から
町づく り につながる 活動をおこ なって23期を 迎え活動し ている 訳で、 年間計画と
予算も 確立し てる 。 設立さ れたき っかけは、 平成の大合併が行われた社会情勢に
あり 、 人口減少し ていった中で、 こ れから の遊佐町の町づく り をし ていく のは若
者である と の訴えかけから 遊佐町、 少年町長、 少年議員公選事業が始ま った。

【 ま と め】

☆特に活動の日程内容に関心　 議会議員と の意見交換会町内行事
　 への参加についても 参考になった。
☆少年議会、 町長　 議員経験者方から 議員の誕生は無い
☆１ ０ 代の国政、 県政、 選挙の投票率は
　 町長選挙は69・ 8%で他の投票率-の説明は無かった。



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

②遊佐町における 遊佐高校地域未来留学について

【 内容】

　 都道府県の枠をこ えて、 地域の高校に入学し 充実し た3年間をすごすこ と 、 現
在、 全国募集を行う 公立高等学校は約170校で今後更に増えていく なかでの取り 組
みは。 寮の設置、 一般住宅の空き 家を改良し 寮母は当番制で必ず寮に宿泊する 。
魅力化を支える 方々ーコ ーデネータ ー4名、 ハウ ス マス タ ー3名、 寮母( 生活指導
員) １ ５ 名が活動さ れていま すいま す。 寮費は昨年は3万円今年度よ り ２ 万5千円に
し た。

【 ま と め】

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

③岩手県紫波町における 議員間討議について

【 内容】

議員間討議の目的
議員間討議の必要性について
☆経過内容についてと 現況と 実態について　 日程の長期化は当然必要である 事、
内容の理解と 改善点を具現化する 能力と 議員間「 所管委員会」 での討議が必要で
ある と 資料に基と っいて説明をう ける
☆議員間討議は所管委員会の中で充分検討する こ と が必要である と 痛感し た

【 ま と め】



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

④岩手県紫波町における 中学生議会について

【 内容】

☆柴波町の人口は　 32, 313人「 男性１ ５ , ５ ７ ６ 人、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 女性１ ６ , ７ ３ ７ 人」
☆中学生は第一中学生は６ １ ７ 名
　 　 　 　 　 第二中学生は１ ０ ２ 名
　 　 　 　 　 第三中学生は１ １ ５ 名
　 三校で８ ３ ４ 名で当町と は根本的に条件は違う ！

【 ま と め】

☆児童数拡大策が急務である と 感じ た研修でし た。



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

⑤岩手県紫波町における オガールプロ ジェ ク ト について

【 内容】

★ 柴波町の最課題は「 財政難」 平成10ねんから 10年間塩づけ「 含み損を抱いた　
ま ま 長期放置、 資金効率を著し く 低下さ せ損失拡大をま ねく 状態」 だつた
　 実質公債費比率平成19年 23. 3%---------令和3年 12. 9%*、
  こ う し た状況のなか、 町有地を　 民間主導型の公民連携で「 公用、
公共施設と 「 民間経済開発」 両立を計る 　 大型プロ ジェ ク ト 、 オガー
ル柴波株式会社を設立し た。
☆当初　 町が ７ ８ 株　 100%  ３ ９ ０ 千円
★現在　 町が ７ ８ 株    38%    他１ ２ ２ 株「 団体　 企業　 個人」
　 　 　 　 で運営さ れており 、 官と 民の役割り 分担し 地域経営課題に
　 　 　 　 即し た事業展開は参考になり ！！
　 　
　 　
　
☆☆特に陥り 易い失敗
　 　 ・ 補助金が先頭を走ってはいけない
　 　 　 補助金に依存し ない
　 　 ・ コ ンサル任せにし てはいけない
　 　 　 自分達の頭で考える
　 　 ・ ハコ を作って終わり でない

【 ま と め】

　 ハコ と 一緒にコ ト を起こ す事が大切で有る である 事を認識し 報告と し ま す！！



川俣町議会議長　 様

委員 菅野　 清一

1

3

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

①遊佐町における 少年議会について

【 内容】

人口およ そ１ 万2千人余り の遊佐町では、 若者の力によ る ま ちづく り をめざし 、 遊
佐町在住・ 在学の中学生と 高校生の中から 「 少年町長」 と 「 少年議員」 を直接選
挙で選び、 少年議会を開催し ている 。 昨今、 「 議会改革」 や「 開かれた議会」 を
目指し て、 子ど も 議会や若者議会を行う 自治体は多く ある が、 こ の遊佐町が決定
的に違う と こ ろは、 実際に選挙を行い、 自分たちの政策を実現する ための独自の
予算を持ち事業を進める こ と 。 町の予算45万円をも と に､政策を立案し ､実現さ せ
る ための全員協議会が開催さ れ、 毎年度事業実績を生み出し ている 。

遊佐町少年議会の特徴は、 ①立候補制の保証②マニフェ ス ト がある こ と ③中高生
全員が投票でき る こ と ④予算がある こ と 。
こ の制度の発案者である 当時の町長、 小野寺喜一郎さ ん。 ではなぜ、 小野寺町長
は遊佐町少年議会事業を立ち上げたのか。 最も 大き かったのは、 時代を牽引し て
いく 役割を担う 、 若者の減少にあったと いう 。 町を離れてし ま う 若者が多く なっ
ていた現状や、 地域に残っても 、 地域の活動などに参加し ないと いった状況が
あった。 地域の中心と なる 若者の活躍の場を 創る ための環境づく り 、 若者の力、
意見を取り 入れたま ちづく り を推進する こ と が重要と 答えを導き 、 こ れら を目的
と し て2003年に遊佐町少年議会事業がス タ ート し た。

ま た、 遊佐町少年議会事業における 担当町職員の役割は、 事業が円滑に進むよ う
に取り 組んでいく こ と を見守る だけで、 一番大切なのは、 中高生の主体性を何よ
り も 重んじ る こ と にある と いう 。 事務作業は職員が行う ため、 活動の進め方は職
員が取り 決める こ と がある が、 会議の進め方、 立案する 政策の内容、 政策の実現
の仕方などは基本的にすべて少年議会内で行う 。 こ の説明には驚かさ れた。
小野寺町長は、 当時町の青年団長から 山形県、 そし て全国組織である 日本青年団
協議会（ 日青協） の会長を務める など、 いち早く 若者が急速に減少し 地域の担い
手が減る こ と や、 若者が地域の一員と し てど う 関わっていく べき かと 考えてい
た。 私自身も 当時、 県連合青年会の役員の時に何度かお目にかかったこ と があ
る 。

小野寺町長はかつて青年団活動の一環で西ド イ ツ（ 当時） を訪れた経験も あり 、
「 ヨ ーロ ッ パと 日本の違いを目の当たり にし た。 1975年ごろのド イ ツでは地方分
権が進んで、 ヨ ーロ ッ パの若者は政治に不満を抱いたら 行動し て変える し 、 日本
と は全く 違う 。 日本の若者にも 一人の人間と し て行動する 力はある はず」 と 述べ
る 記事を読んだこ と がある 。
　 そう 言った国際意識を基礎に「 少年議会」 と いう 若者の力を育てる 仕組みを遊
佐町ス タ イ ルで確立し た小野寺町長の功績は非常に大き い。

2
日時

調査地

令和8年4月21日（ 火）  22日（ 水） 　 調査先名　 遊佐町

令和8年4月23日（ 木） 　 調査先名　 紫波町

参加者 15名（ 議員　 11名・ 事務局　 2名・ 所管課長等  2名）

令和8年5月8日

令和8年　 川俣町議会予算決算常任委員会所管事務調査報告

研修名 　 　 　 　 　 予算決算常任委員会所管事務調査



4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

②遊佐町における 遊佐高校地域みら い留学について

【 内容】

【 ま と め】

川俣高校においては20ｋ ｍ圏内に高校が沢山ある こ と などから 、 普通科の進学校
と 競争する のではなく 、 音楽、 国際交流や文化芸術など の専門校を目指すべき で
はないか。 そのためには学校のオリ ジナリ ティ と いう か独自の学科を設ける べき
と 思う 。 そのコ ンセプト がはっき り し ないと 生徒の注目は集めら れないのは明
白。
時間をかけも っと 専門性を持った学校に変えていかないと 進化は望めないでし ょ
う 。 その辺を勘案し て臨ま ないと 学生寮を作っても 入る 生徒がいないと いう 結果
になら ないよ う にし なければいけない。 あと １ ０ 年後には高校は３ 割減少し 、 私
立大学は半分になる と 言われている 。 こ の現実を直視し ながら 、 柔軟に現状に対
応する こ と が重要である 。

山形県立遊佐高校は2019年よ り 、 地域教育において重要な意味を持つ遊佐高校の
廃校を回避すべく 、 魅力化を進める 全国公募事業へ参画。 「 遊ばざる 者　 学ぶべ
から ず」 のテーマの下、 初年度の5名の県外生受け入れから 始ま り 、 2024年9月時
点で6人の生徒が遊佐町に移住し て寮生活を送り ながら 遊佐高校に通っている 。 こ
の取り 組みは、 「 ふる さ と を次の時代へ」 と いう 当初から の想いと 、 地域に高校
を残すと いう 遊佐町の熱意から 始ま った取り 組みであり 、 県外入学者は「 おばあ
ちゃんちにシェ アハウ ス 」 と いう 町内の空き 家を改修し たシェ アハウ ス に共同生
活し ている 。
改修し た5つの一軒家を寮（ シェ アハウ ス ） と し て運営し ており 、 実際にシェ アハ
ウ ス の１ 軒を見学さ せていただいたが、 こ れと いった改修も さ れておら ず、 生徒
ら が工夫をし て不便なく 生活し ている と いう 印象を受けた。 若者の適応力と でも
言えば良いのか…。

地域みら い留学と いう 制度は、 日本各地に140校を超え、 その中から 、 住んでいる
都道府県の枠を超えて、 自分の興味・ 関心のある 高校を選択する のは大変で、 そ
れだけに他の学校や自治体の受け入れ態勢が問われており 、 高校のオリ ジナリ
ティ や特徴がある かが問われている 。 遊佐高校では普通科の他に総合学科を設
け、 米どこ ろだけに種ま き 作業や田植え、 稲刈り 体験、 遡上する 鮭の加工などを
通し 、 地域の産業を通し て学ぶなど 中身の濃い授業も 行っている 。
こ れはかつて訪れた広島県加計高校のよ う に、 高校生が商店会のチラ シ作り やイ
ベント 開催など 高校生が地元にと ってなく てはなら ない存在になっている こ と と
共通し ている 印象を受けた。

生徒ら が寄り 添いながら 地域住民と 暮ら し を 営むこ と で、 「 遊佐愛」 が生ま れ実
際に卒業生の中には、 遊佐高校を卒業し てそのま ま 遊佐町に移住し た方も おり 、
将来遊佐町に戻ってく る こ と を宣言し て卒業し た子達も 一定数いる と のこ と 。
人材育成事業に即効性を求める こ と は到底出来ない。 よ う やく 芽が出はじ めた遊
佐高校の地域みら い留学である と 感じ た。

【 ま と め】

こ の全国に類を見ない遊佐町少年議会が20年以上続いている 背景には、 当時の小
野寺町長の発案に先見の明があったと は言え、 こ れを支えてき た行政当局の確固
たる 信念と 教育行政当局者たちの高い教育理想と アイ デンティ ティ が感じ ら れ
る 。 こ れま でのよ う な子ども から 議員を選び行政当局者が答弁する と いった一般
的な「 こ ども 議会」 と は一線を画し ている 。 　
そし て、 こ れら の事業成果は将来の町づく り や議員のなり 手不足にも 大き な影響
を与える も のと 確信をし ている こ と を感じ た。
本町においても 、 遊佐町のよ う な少年議会の取り 組みは十分可能かと 思う 。 議会
と し ても 強力に支援し ていく ので、 今後の当町の教育委員会の取り 組みに大き な
期待をする と こ ろである 。



④紫波町における オガールプロ ジェ ク ト について

全国の自治体等から 注目さ れている 「 オガール」 を視察し た。 2007年から はじ
ま った公民連携（ Publ i c Pr i vat e Par t nershi p／PPP） の取り 組みによ って、 人口
3万２ 千人の町に、 年間100万人以上が訪れる よ う になった。 公民連携の成功事例
と し て知ら れる オガールプロ ジェ ク ト において、 どのよ う にラ ンド ス ケープがデ
ザイ ンさ れたのか？　 プロ ジェ ク ト にかかわったキーパーソ ンたちに大変興味を
持ち研修に臨んだ。

紫波中央駅前の施設、 『 オガール広場』 は幅約30m、 長さ 約350mほどの広場の両側
には、 図書館や子育て応援センタ ー、 飲食店がある 官民複合施設「 オガールプラ
ザ」 や、 宿泊施設などを備えた民間複合施設「 オガールベース 」 、 分譲住宅地
「 オガールタ ウ ン」 、 町役場、 木質バイ オマス ボイ ラ ーを使用し た「 エネルギー
ス テーショ ン」 、 保育園など、 暮ら し に必要な機能が集約さ れ、 ま さ にコ ンパク
ト シティ と いったと こ ろである 。 「 オガール」 と は、 「 成長」 を意味する 紫波の
方言「 おがる 」 と 、 「 駅」 を意味する フラ ンス 語「 Gar e（ ガール） 」 を組み合わ
せた造語だそう 。

4

研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

③紫波町における 中学生議会について

【 内容】

【 ま と め】

いま 全国の地方議会で、 こ ども 議会や中学生議会などの模擬議会が開催さ れてい
る がその多く は学校や教育委員会に任せき り の運営である 。 紫波町では議員全員
が各学校に出向き 議会に対する レ ク チャ ーを 行う など、 議会の役目を果たし てい
る こ と に重要な意味がある と 思う 。
ちなみに紫波町の議員報酬は2019年よ り 300, 000円で、 東北では宮城県柴田町の
313, 000円に次いで２ 番目で、 他議会から 注目さ れている 議会である 。 説明いただ
いた武田議長の発言から も 「 開かれた議会」 への改革の意気込みが強く 伝わって
き た。

紫波町こ ども 議会は、 町内３ 校の中学生から １ ８ 名の議員を選び中学生議員が町
当局に対し それぞれの思いを質問する と いう も の。 そも そも こ の取り 組みは次代
を担う 子供たちが町づく り に参画する 機会を 提供し 、 自分たちの住む町の将来を
考える き っかけし ても ら う こ と を目的に始ま ったと 伺った。

開催は特に定期的に実施する も のではなく 、 ３ 年に一度く ら いのペース で行って
いる も ので、 議員全員がそれぞれの学校に出向いて議会の仕組みや役割を事前学
習する など議員自ら も 積極的に関わっている 。 こ のため生徒も 議員と の関り の中
で、 社会と の繋がり を学んでいる 。 生徒たちと っても 、 家族や学校の先生以外の
大人たち（ 議員や町長） と の貴重な体験であり 、 議員と し ても 新鮮な感覚を持つ
と 同時に、 生徒たちにと っても 大き な成長の糧になっている と 感じ た。 こ のこ と
は生徒たちの感想文から も 読みと れる と のこ と 。 それら の声は「 議員の大変さ が
分かった」 「 議員の町への思いが伝わった」 「 町の未来を考える き っかけになっ
た」 「 自分の意見を持つ重要さ に気付いた」 「 町づく り に関心を持った」 「 自分
たちの世代が動かなければなら ないと 思った」 「 地域活動に貢献し ていき たい」
「 多く の提案を実現につなげてほし い」 「 たく さ んお人のおかげで楽し く 生活で
き る こ と に感謝し たい」 と 生徒たちの夢や希望を育むう えで大き な糧と なってい
る 。

こ の研修を受け、 当議会と し ても 開催に向けた具体的な動き をし ていき たいと 思
う 。 大変刺激になった研修であった。
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研修内容
及び
ま と め
（ 意見・
　 感想）

こ のオガールプロ ジェ ク ト によ って276人の雇用が生ま れ、 周辺では宅地化が進
み、 近隣の定住人口も 620人を超えた。 地価も 13年連続で上昇を続けている 。 さ ら
に紫波町図書館は「 Li br ar y of  t he Year  2016」 を受賞。 日本初のバレ ーボール
専用体育館「 オガールアリ ーナ」 は、 圧巻であり 、 国内外のプロ チームから 合宿
先と し て選ばれている 。
こ う し た好循環な状況が生ま れる と は、 プロ ジェ ク ト 開始前には、 誰も 予想し て
いなかったと のこ と 。 新聞報道でも 「 なぜ駅前に役場」 「 「 実現性へ疑問の声相
次ぐ 」 など、 様々なバッ シングを受けた事業であった。

オガール施設内を役場担当者に案内さ れ、 特に驚いたのは図書館である 。 本の多
さ も さ る こ と ながら 各専門書が充実し ていた。 音楽関係の本に至ってはジャ ズス
タ ンダード の譜面バイ ブルがすべて揃っており 、 アド リ ブ奏法やジャ ズのコ ード
理論教則本、 それにジョ ン・ コ ルト レ －ンやマイ ルス ・ ディ ビス のアド リ ブ理論
誌ま であった。 唯々驚き の連続である 。 本なら 何でも 揃う と いわれる 新宿紀伊国
屋書店か東京駅八重洲口の東京ブッ ク センタ ーかと 思わせる 充実し た図書館であ
る 。 ま た２ 階の音楽ス タ ジオも 驚き であった。 バンド の練習ス タ ジオが２ 室あり
中に設備し てある 楽器も ある 程度水準以上のも のが完備さ れていた。 人口３ 万く
ら いの町でどれだけの人が使う のかと 聞いたら 、 こ の音楽ス タ ジオが施設の中で
一番稼働率が高いと いわれ、 こ の施設をブロ デュ ース し た方のセンス と 能力の高
さ が伺える 。

こ の他の施設も 特筆すべき も のは沢山ある が、 要は行政が民間の知恵やアイ デア
をど れだけ受け入れる 覚悟がある かどう かである 。
そも そも オガールプロ ジェ ク ト は、 駅前の10. 7haの未利用公有地が、 10年間も 塩
漬けにさ れていた広い土地で、 「 日本一高い雪捨て場」 と 揶揄（ やゆ） さ れてい
た。 こ の土地を活用する こ と で、 莫大な予算を投入し 古い町役場の建て替えや、
図書館の新設が行政課題と し てあった。

し かし 、 大き く 動き 出し たのは、 当時の町長・ 藤原孝さ んと オガールプロ ジェ ク
ト のキーマン・ 岡崎正信さ んと の出会いにあった。 岡崎さ んは、 岡崎建設株式会
社の跡を継いでUタ ーンし たばかり で全国で再開発事業の現場を見てき た経験か
ら 、 行政が主導する ま ちづく り には限界がある と 、 事業の計画段階から 「 公民連
携」 を町長に提案し 、 2006年に東洋大学大学院経済研究科の公民連携専攻に入
学。 こ こ での1年半の学びによ って、 ま ちづく り の価値観が大き く 変わったのであ
る 。 こ れま での公共事業は補助金に依存し 、 ラ ンニングコ ス ト や稼働率を十分に
想定せず、 大型のハコ モノ を建設し て失敗する と いった、 ずさ んな計画多かっ
た。 そこ でオガールプロ ジェ ク ト では、 公民連携の手法を取り 、 第3セク タ ーであ
る 「 オガール紫波株式会社」 を設立し 行政と 民間の間に立つ「 エージェ ント 」 の
よ う な役割を担い、 岡崎さ んが事業部長を務めたのである 。 岡崎さ んは、 紫波町
ら し いラ ンド ス ケープデザイ ンと は何か？　 を考える ために、 大学院で出会った
恩師、 都市・ 建築再生プロ デュ ーサーの清水義次さ んをプロ ジェ ク ト に誘った。
清水さ んはよ く 「 人間中心のま ちづく り をやれ」 と 言われたと いう 。 「 道路をつ
く ったり 、 商店街が復活し たり すれば、 ま ち全体が再生する わけではない。 そこ
に住んでいる 人たちが、 “ こ こ に住んでいてよ かった” と 思える よ う なま ちを作
ら なければなら ない。
　 つま り 、 人間中心のま ちづく り と いう のは、 紫波ら し いラ イ フ ス タ イ ルを提案
する と いう こ と だそう 。 2009年に議決さ れた基本計画では、 「 身の丈に合わない
華美な商業開発はし ない」 と いう 思いを込めて、 「 都市と 農村の暮ら し を愉し
み、 環境や景観に配慮し たま ちづく り 」 を開発理念と し た。

帰宅後、 ネッ ト 検索をし たと こ ろ、 「 オガール広場ができ て、 5～6年後に、 地元
のタ ウ ン誌で“ 高校生が行き たいデート ス ポッ ト ” ラ ンキングで1位になっ た。 昔
は、 紫波には何も ないから 盛岡に行く のが当たり 前だったのに。 いま では、 高校
生がちょ っと 背伸びし て、 こ こ に来る 。 お金を必要と せず、 何も 用事がないのに
行ってみよ う と 思う と いう のは、 ま さ に公共空間の極み。 紫波ら し いラ イ フ ス タ
イ ル自体が集客装置になっている 」 と の記事に至極納得し た。



【 ま と め】

オガールプロ ジェ ク ト は、 ２ 年間で１ ０ ０ 回の意見交換会を行政と 町民が、 それ
ぞれの立場から 行い、 自分たちがど のよ う な場所で、 ど のよ う に暮ら し たいかを
考え、 互いに学びながら 議論をし 尽く し てき た。 その結果生ま れたのは、 「 当事
者意識」 と 「 何かをやろう と し ている 人を応援する 精神」 だと いう こ と 。
人が風景をつく り 、 その風景によ ってま た人がつく ら れていく 。 資源や資金だけ
でなく 、 人と 人と の関係性も 含め、 も のごと が「 おがる 」 循環が地域内で育ま れ
ている こ と が「 オガール」 のすばら し さ である と 思う 。
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